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総合討論

南岸低気圧Ệよる᧙東大雪の
発生機構ể予測特性

荒木健太郎 気象庁気象研究৑ 研究官

᧙東の雪予報への挑戦
悩ましくもấもしろい現象ểの向Ẩ合い方

寺川奈津美 気象ỿャスタὊ

積雪ầ稀ễ地域特有の雪氷災害
ỄỮễ観測ầ᣻要Ầ？そのἙὊタ何Ệ使う？

松田益義 Mᵲᵱ雪氷研究৑ 代表取締役

積雪荷᣻Ệよる
温室の被害ể対策

森山秀樹

非降雪地域Ểの大雪Ệよる
交通への影響ểその対策案
佐々木邦明 山梨大学 教授

地理情報シスἘἲᵆGIᵱᵇử活用した
ἙὊタ収集Ὁ共有の提案

縫村崇行 千葉科学大学 助教

ᵐᵎᵏ4年᧙東大雪Ệ対する
政府の応急対応ểその後の対策
藤條聡 内᧚官৐ 企画官

農研機構農村工学研究部門
上級研究員

Ẑ大雪ỆỄう備えるẦ？ẑỆついề，来場者の
皆さまểểもỆ議論し，講演者Ệよるパネル
Ἑィスカッションử行います．


